




















































































































































































































































































































く、 研究書としては、 今田信一 『最上紅花史の研究』 が著名である。本書は、 最上紅花の生産高と品質 （生産高の向上と品質低下の問題） 、山形藩財政と （専売制不成立の地域的特殊性） 、紅花商人の成立と発展（城下町商人と在方商人、京都紅花問屋との取引） 、紅花輸送、 京都紅花問屋仲間制度の成立と廃止、 江戸打越荷問題 （武州紅花 江戸打越と山形の関わり） 、最上紅花衰退の原因など、最上紅花を様々な側面から詳細に研究 たも である。
 
論文では、 山形城下および在方の紅花荷主であった旧家に所蔵さ






大石田間の最上川急流難所の改修普請や両者の利権に関わる訴訟問題、 大石田までの駄送に伴う宿駅継ぎ立てや脇街道駄送禁止の問題をとりあげ、次に、京都への紅花輸送に関し は、一部に陸路江戸廻りの輸送も皆無ではなかったが、大部分は敦賀～琵琶湖経由（北廻り）で られていたことを明らかにしている（第一章、㈢節
 











































































あるが、銅や鉛・四十物（塩鮭など 海産 ） ・材木などの大幅減は、 西廻り航路による大坂廻漕の可能性が大きい いえるであろう。特に、天明期は松前の近江商人 両浜組）が衰退し、北前船が台頭する過渡期であり いわゆ 松前物と呼ばれる海産物は北前船により大坂へ運ばれている
⑺
。なお、加賀笠・布・奉書類などの軽量物





















































































堀田氏、 秋元氏、 水野氏と 主が交替し、 その都度、 領地が縮小し
 
元禄頃には十万石 十八世紀半ばに 六万石となった。 そ 一方で、
 































































は品質により上中下の三段階あり、 また他の農産物と同様に豊凶の差があり、需要と供給のバランスで相場は年々変動した。特に 最上紅花については品質問題がつきまとった。 「生花生 は、需要の増大と生産の増加に伴い、 花が未熟成で紅色素を十分持 ないうちに摘んでしまうため京都紅染屋の不評をかった。 「干花加工」では、そ 形が崩れないよう するため、粘着剤として若干 米粉を加えることがあったが、加工業者の中には、量目を誤魔化す目的
で、多量に米粉を使用する者がいた。特に、農村地帯から集荷される干花の中に不良品が出回った。 「袋詰出荷」の段階では、荷主の中には、袋目を重くし正味が五〇〇匁（一袋）を欠く不正を働く者がいた。勿論 不正を働くのは一部の であったが、品質不良に対し、京都の業者（紅花問屋、紅染屋）は、しばしば口上書をもって抗議して る しかし、天領、私領が複雑に入組む最上地方では、足並みが揃わず、十分な改善効果を上げること できなかった
⑿
。











くの人手を要したこと、生育には金肥（油粕や干鰯などの金で買う肥料）が必要であったこと、干花集荷に目早やサンベと呼ばれ 仲買人が介在するなど紅花が京都紅花問屋の手に渡るまでに様々な人の手を経たことなどが、 紅花が高額な商品であった理由と考えられる。 「紅花屏風」
⒂
には紅花の加工から出荷までの様子が詳しく
描かれているが、これらの人数を数えると 十人以上 な 。これに紅花畑で収穫に働く人数を加えると百人前後に なるであろう
 
岩田浩太郎氏が寛政十ニ年（一八〇〇） 最上高楯稲村喜七「紅花御仕入目録」 に基づいて計算した日雇人 でも延べ一〇〇 余となっている
⒅
。紅花の荷主になり得る人が、ある程度の財力を有する






















































る本木仁平次の万覚帳 る。 仁平次は本木林兵衛と連名であることが多い。文中に「竹多平吉船無事入津仕候様羽州殿ヨリ案内申来候」とあるから、紅花荷を積んだ竹多平吉船が敦賀に入津したことを紅花荷の受取り手である羽久殿（羽州屋久右衛門 こと）が荷主仁平次に知らせたものであることが分かる。このことから、敦賀入津の知らせが、 敦賀荷揚問屋→紅花荷の受取り手→荷主と連絡がいっていることが分かる。紅花荷の受取り手にと ても また荷主とっても、 紅花荷を積んで日本海を南下した廻船が無事敦賀に入津したかどうかは大きな関心事 あったことが分かる。
 
 
次に 「手印羽久殿行四丸之内壱丸船中ニ而大濡ニ相成候」 また 「外
































点・隼・三ケ 瀬といった急流、 露岩があり、 破船が絶え かった。
 














乞船願書留」である。乞船とは紅花荷を積むための船を川船役所に依頼することである。大石田には寛政四年（一七九二）以来、幕府直差配の川船役所が置かれ、 特定の船に偏らないように積荷 公平順番に割り振 船割りや荷改めなどを行っていた
⒅
。この「乞船願
書留」には、文政四年から三年間分の が記録されており、ここに史料として掲載したのは、文政六年未（一八二三）七月二十八日の乞船記録の一部である。本史料によ ば、荷主である嶋屋佐右衛門の紅花荷合計一〇八丸を平助、長吉、長助の三人 三十六丸ずつに分けて分載している。長助は別に、利助の荷四丸、茂右衛門の荷拾弐丸を積んでいるから 二藤部家差配分として計五十二丸を積んでいることが分かる。米や紅花荷を運んだのは、中流域で 小鵜飼船と呼ばれ流れに乗って下るのに適 、 また下流域では艜船と呼ばれる吃水線が浅く、 船底の平な米や紅花荷を積むのに都合のよい川船であった。
 
次に、史料⒓は、年代は不明であるが、酒田の廻船問屋本間与次



























































































































































































を添えて送ることになって た。輸送ルートの各問屋は、そ から自分の運賃を差引き、荷 共に残金を次へ送った。前出の史料３は宝暦十三年七月に紅花三駄を送った時の「紅花 り手板」である。添金は二両二分五〇〇文 あ から、 一駄当りの運賃は三分五〇三文であった（表３参照） 。
 














谷川吉郎治が京都紅花問屋最 屋喜八宛に紅花六丸を送った時の荷送り状である 、通常の手板に見られる運賃添金の記載がなく（史料３参照） 、前書に「従酒田敦賀迄運賃此方払、敦賀ヨリ先京都最上屋喜八殿払」とあり、また本文中にも「尤駄運賃之儀
者
前書











































への積荷を分散させて、 万一の場合の損失 少しでも少なくす 工
 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一、 当所紅花商内之儀、 秋暑退兼候、 漸々当月ニ入追々冷気ニ相成、



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































積合問屋 荷主 支配 荷数（丸） 代金（両、分）











鐙屋久右衛門 　山形　後藤小平治 仙８ １０４．０
仙８ １０４．０
　古河　西村仁兵衛 　山形　西谷儀右衛門 　４ 　４５．０
仙４ 　５２．０





　江州　布屋傳左衛門 　山形　米沢屋勘兵衛 １２ １３５．０








中川吉郎兵衛 　山形　鈴木彦兵衛 　４ 　４５．０
柿崎孫次郎 　長瀞　山口茂吉・板垣弥蔵 　２ 　２２．２
　長瀞　山口茂吉・伊藤安助 　２ 　２２．２




尾関又平 　山形　山口甚兵衛 　３ 　３３．３
問屋計７人 荷主計３４人 １７１ １９９７．２
（＋青苧４）
（注）仙台紅花は１駄（４丸）５２両、最上紅花は１駄（４丸）４５両、青苧は１駄（２箇）８両として計算されている。
「文政十三寅九月廿七日秋　越前三国大幸屋清三郎船秋田湊破船元代金調」より作成
　　　　　「柏倉家文書」（明治大学博物館所蔵）

